
市の収支

25,850

平成30年度決算

備品購入費

442,800

　・荷造運賃 　・諸会費

96.43%108.00%

49,800

工事請負費

16,200 委託料 16,200

31,000

1,250,000

計

修繕料

指定管理料

17,928

対目標比（％）

行政財産使用料

項目

指定管理者収支（平成30年度）

販売管理費 6,200,000 販売管理費

　・租税公課

978,480

指定管理料

　・支払報酬料

委託料

　・研究開発費

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 0 -768,063

計 計 1,788,338

年度計画額 収支実績額

行政財産使用料

自主事業収入 自主事業収入 19,593,663

備品購入費

指定管理料

消耗品費 消耗品費49,896

売上原価

20,267,000

項目 金額

【内訳】

平成29年度決算

金額 項目 金額

計 25,850

修繕料 11,610

1,133,000

31,000

項目 金額

1,133,000 指定管理料

支出
（歳出）

1,133,000

計 24,200,000 計

　・事務用品費 　・通信費

売上原価 18,547,909

24,558,503

6,778,657

　・給与手当

収入
（歳入）

　指定管理者の
　主な業務

施設の利用許可に関する業務
施設の維持管理に関する業務
食品加工に関する業務

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制委託料併用方式

　施設の利用状況

利用区分等

年間利用者数

（特記事項）

利用目標

150人

利用実績

162人

対前年比（％）

差引 -1,757,338

平成30年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 松本市梓川水田農産物処理加工施設
所管課

TEL
西部農林課
内線33132

　所在地 松本市梓川倭4175番地1 設置年月 平成１７年３月

　施設設置目的 地元農産物を活かした地域の農業振興、農産物特産化の推進、地域振興を図る。

　施設概要・設備
鉄骨平屋建　405㎡
加工室6室、冷蔵倉庫

　指定管理者名（選定方式） 加工組合さくら（特命）

　指定期間 平成30年4月1日～令和5年3月31日

利用料収入
（使用料）

2,800,000
利用料収入
（使用料）

3,831,840

差引 -2,491,386

　・車両費 工事請負費

18,000,000

203,580

計 2,517,236

　・修繕費

136,080

24,200,000 計 25,326,566



2　市（所管課）による評価
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点 40
事業報告及び決算

経済性

6

環境への配慮

経費節減・業務効率化

セルフモニタリング

備品等の維持管理

地域との連携

苦情・要望等への対応

施
設
の
運
営

14項目

34　点

概ね事業計画書の範囲内となっている。

地域のイベントや学校行事への積極的な参加、自主イベント開催により、地域住民との連携に取り組んでいる。

利用者アンケートが適切に実施されている。要望等に対し内部で検討され、順次改善が図られている。

実績報告から適切にセルフモニタリングが行われていることが確認でき、問題はない。

各部門における加工工程ごとに時間を確認して作業を実施しており、節電等の省エネ対策も積極的に取り組んでいる。

施設内のスロープは点検管理され、障害者、子ども、高齢者に配慮した対応をしている。

3

B

B

B

62.6

資本構成、支払い能力に大きな問題はないが、昨年度の黒字から一転し営業損失が出ており経営を見直す必要がある。

施設内に事務所を置き、迅速な対応が可能である。

備品等の過不足はない。

使用後の清掃、点検が行き届いているなど適切に管理され、備品の性能が確保されている。

独自イベントを開催する等、施設利用促進に努めている。

利用者からの意見・要望・苦情を反映、自主イベントでの試食等によりサービス向上に努めている。

業務量に応じ、空き施設を有効活用する等、効率化が図られている。

機械の性能を熟知し、機械性能に応じた業務量の配分など適切な運営がなされている。

こまめな消灯や、業務量に応じた空き施設の有効活用等、効率化が図られている。

部会長を中心に事業計画書どおり業務の処理・対応は適切に行われている。

食品を扱う業務であることから、管理区域について的確に把握されており、問題はない。

評価の根拠

避難経路は確保されており、施設内は整然と管理され避難時の支障はない。

部門ごとの責任者が個人情報の管理を行っており、個人情報等に十分配慮されていて問題はない。

部門ごとの責任者が個人情報と同様の扱いとし管理を行っており、業務従事者への徹底を図り問題はない。

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

Ａ

評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

（０．５）

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準
（１．０）

Ｂ
Ｃ

（０．７） 小計事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。
事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

Ｄ 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。（０．０）

B

評価

B

統括責任者の下に、事業に応じ5部会が設置され、部会長を中心に会員相互に十分な打ち合わせがなされ、指揮系統、責任権限も明確になっている。

関係法令を遵守し従事者の適切な労働条件は確保されている。

先進地の視察や職員研修を行い、問題意識を持って事業を実施している。

市の方針、施設の設置目的等を理解し事業が実施されている。

内容を税理士が監査する等、情報公開、監査請求に対応できる内容となっている。

経理等においてパソコンの活用がなされている。

施設・備品について日常点検をしており、管理基準を満たしている。

経理内容を税理士が監査する等、適正に実施されている。

食品衛生関係の講習会に積極的に参加するとともに、問題意識を持って事業を実施しており、問題はない。

事業内容に偏りはなく、利用者も限定されていない。

利用者の安全確保に係る日常点検が実施されており、利用者への配慮がされている。

市との連絡が密にされており、緊急時の連絡体制は整っている。

４１名の会員で部会を組織し、加工等の要望に沿った事業運営がなされており、管理運営上適切といえる。

管理運営方針、管理運営業務の内容及び管理基準に適合した事業計画通り実施されており、問題は見られない。

大項目

適切な管理運営

団体の概要

管
理
能
力

C

B
B
B
B

2

中項目

団体の経営状況は良好か。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

配点

2

公平な利用、法令を遵守した適正な管理がされており、問題はない。

市や関係機関との連絡ルールが明確で、報告書類も適切に提出されており、責任を持って取り組まれている。

B

各部会の責任者を中心に、施錠の徹底が図られており、問題はない。

公平性が確保されており、特定の個人、団体に有利または不利となるような制限や優遇はない。

経理担当役員を雇用するとともに、内容を税理士が監査し適正に実施されている。

B

B

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

B

B
B
B

B

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

2 B

24項目

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

適切な組織・体制

個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応
事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3

50

3

B
B
B

3

B

B
B
B

利用者サービス

障害者等への配慮

施設の利用促進に努めているか。利用の促進

秘密の保護

業務内容

2

B

3

1

B個人情報保護

B
B

B
B

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

1

2

3

2

3

2

3

B

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

2市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

職員体制や配置人員は適切であるか。

2

2

評　価　項　目

3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。

セルフモニタリングが適切に行われているか。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。

3

3

2

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2

2

4

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。

利用者サービスの向上に努めているか。

1

2

2

2

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

1

2
市民の平等利用

3

3事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） 概ね事業計画書どおりの収入が確保できた。

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。

B
B

施錠、警備体制等は適切であるか。

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

2

1

B

職員研修・人材育成

2

B

B
B

B



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

69.6

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

調査結果

「適正」

7

10

【自主事業を実施している場合の評価】
　安心・安全な商品を提供することにより、米粉消費拡大（米粉パン）と地産地消の推進に積極的に取り組ん
でおり評価できます。
　
【総合的な評価】
　積極的なイベントへの参加、特色ある加工品の研究開発、各種体験会などによって、梓川地区の知名度
拡大と農業振興に貢献しています。
　今後も地場農産物の安心安全をＰＲしながら、地域農業の活性化に努めていただきたい。

B

平成30年度の
自己評価

（１．０）

　受託加工については、天候不順による農作物の収穫量増減や質の優劣が目立ち始めていて、
それぞれの素材によって作り方に工夫が必要になっています。自主事業に関してはリピーターの
お客様が増えているが大幅な売り上げにはつながらなく、原材料、光熱費等の製造費もかかり
経営は厳しい状況でした。

　受託加工の集中期間があり、毎日のように稼働するが、高齢化も進み、人手もなく、日程の調
整をお願いして待って頂くことがあったので、今後は早めに予約を開始するようにしたい。
　店頭の商品が完売してお客様にご迷惑をかけ、追加製造をするように心がけました。逆に売れ
残って廃棄にすることが合ないように調整することがなかなか難しかった。

Ｄ （０．２）

（０．５）

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

　後継者育成のため新人の加入を目指したい。新しい組合員の公募については条件が合わず
に雇用できないケースが多いため人手不足にも問題が生じている。今年はさらに効率の良い仕
事や仕入・在庫の調整など経営に直結する節約が目標課題です。今年度は新規のお客様で星
野リゾートの売店へ参入することが出来ました。既存の商品を扱っていただける、新しい引取先
が増えいるような繋がりを作っていくことが大事だと思います。

要望・苦情への
対応状況



３　利用者による評価

調査結果

１　年齢
　　２０代　０人、３０代　８人、４０代　３人、５０代　３人、６０代　１２人
　　７０代　９人、その他　２人

２　性別
　　男性　５人、女性　３２人

３　地域
　　市内　１９人、市外　１８人

４　米粉パンにはショートニングを使用せず太白ごま油を使用していることをご存知ですか。
　　知っていた　１６人、知らなかった　１５人
　　ショートニングというものを知らない、無回答　６人

５　「さくら」のお気に入りの商品は何ですか。
　　みそぱん、メロンパン、米粉食パン、県産小麦粉の食パン、シフォンケーキ、おやき
　　発芽玄米入りおこわ、赤甘梅漬け、生姜の佃煮、生姜の酢漬け

６　１週間に（おおよそ）何回パン食をしますか。
　　１～２回　６人、２～３回　１４人、毎日　５人

７　「さくら」で受託加工（原材料を持込みで加工製品にする）をしているのをご存知ですか。
　　（トマトジュース、リンゴジュース、果実ジャム、もち、おこわ等）
　　はい　１６人、いいえ　２１人

８　「さくら」で季節に合わせた料理講習を行う場合に参加を希望しますか。
　　（例えば菓子、漬物、季節の野菜を使った料理等）
　　はい　２４人、いいえ　１３人

利用者からの意見
要望・苦情等

・体に良い素材でパンを作っていただいていることに感謝している。
・子供にアレルギーがあるので、卵、乳製品不使用のパンがあることが大変ありがたい。

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 平成31年3月
調査対象 施設利用者
調査方法 アンケート用紙への回答


